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1 目然をたいせつにし美しいまちをつくりましょう

1きまりを守り,明るいまちをつくりましょう

1礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょう

1元気で働き.豊かなまちをつくりましょう

1 思いやりのあるあたたかいまちをつくりましょう
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万葉の道は，ささきの浜から高戸海岸に至

る散策道て",ここから太平洋をのぞむ眺望はす

ばらし（)ものがあります。

､ら聞こえてくる潮騒の音は，

1
また，海力

遠く私たちを万葉の時代に誘っているるて遠く私たちを万葉の崎代（

のような響きをもっています。
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心
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
見
学

八
月
八
日
的
、
九
日
③

の
両
日
、
親
子
て
参
加
す

る
「
目
て
見
る
市
政
教
室
」

が
行
わ
れ
、
市
の
施
設
や

史
跡
な
ど
を
バ
ス
に
乗
っ

て
見
学
し
ま
し
た
。

＊
主
な
見
学
場
所
＊

北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
‐

第
一
浄
水
場
、
花
員
衛

生
セ
ン
タ
ー
、
と
畜
場

組
合
、
万
葉
の
道
、
愛

正
園
‐
茨
城
県
畳
高
等

職
業
訓
練
校
ほ
か
。

－テレフォンサービス｢市政案内｣は（23)1151 .1152です



進む道路網の整備
いしずえ

地域発展の礎に

《

市
内
幹
線
道
路
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

現
在
、
市
内
の
主
な
幹
線
道
路
、
ま

た
は
、
計
画
道
路
と
し
て

・
常
磐
自
動
車
道

・
国
道
六
号
線

・
主
要
地
方
道
県
道
高
萩
大
子
線

・
県
道
高
萩
塙
線
（
都
市
計
画
道
路
高

戸
上
手
綱
線
三
・
三
・
一
○
含
む
。
）

・
県
道
北
茨
城
大
子
線

・
主
要
地
方
道
県
道
日
立
い
わ
き
線

・
県
道
上
君
田
大
能
線

。
都
市
計
画
道
路
東
本
町
高
萩
線
三
・

四
・
六

ざ
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地
域
の
発
展
に
は
、
道
路
網
の
整
備
が
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
ま
す
。

ま
た
、
道
路
網
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
、
文
化
の
交

流
が
一
層
活
発
と
な
り
《
ま
ち
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
高
速
道
路
時
代
を
む
か
え
る
に
あ
た
っ
て
、

高
萩
市
内
全
体
の
道
路
網
の
整
備
計
画
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

…
鐵熱識鶏瀧識鋳
▲常磐自動車道石舟地区

らでり ・ ・

のはまな広十三綱道都
事 、すど域二 ・ 赤路市
業こ 。が農 四浜上計
のれ市あ道 ・ 線手画

蕊

（
》

…推
進
に
つ
い
て
、
国
・
県
に
お
願
い
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
幸
い
国
・

県
共
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
地
域
の
経
済
・
生
活
・
観
光
な

ど
の
基
盤
で
も
あ
る
道
路
整
備
の
促
進

に
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

常
磐
自
動
車
道
と
六
号
国
道
を
結
ぶ

ア
ク
セ
ス
（
接
続
）
道
路
や
市
街
地
と

山
間
部
を
結
ぶ
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
な
ど
の
実
現
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
高
萩
市
に
と
っ
て
、
は
か
り
知

れ
な
い
大
き
な
要
素
と
な
り
、
今
後
の

様
々
な
施
策
の
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

地
域
の
発
展
、
交
通
体
系
の
整
備
を

含
め
た
道
路
整
備
事
業
の
促
進
を
図
る

た
め
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や
地
権

者
の
か
た
が
た
の
深
い
ご
理
解
が
な
け

れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

国
、
県
を
は
じ
め
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
事
業
促
進
に
対
す
る
よ
り
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
３
３
３
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患
３
３
３
認
３
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①
花
員
橋
及
び
取
付
道
の
改
良
事
業

始
は
、
六
十
二
年
度
末
と
見
込
ま
れ
、

高
萩
と
都
心
が
約
一
時
間
五
十
分
で
結

ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
高
萩
市
で
は
、
人
の

交
流
、
物
の
交
流
な
ど
が
盛
ん
に
な
り

ま
ち
の
活
性
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

常
磐
自
動
車
道
は
、
埼
玉
県
三
郷
市

か
ら
福
島
県
い
わ
き
市
ま
で
の
総
延
長

一
七
五
・
四
ｍ
の
高
速
道
路
で
、
七
月

三
日
に
日
立
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

開
通
し
ま
し
た
。

高
萩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供
用
開

全
体
延
長
二
七
五
ｍ
、
幅
員
六

ｍ
（
最
大
幅
員
、
二
・
○
巴

主
要
地
方
道

県
道
高
萩
大
子
線

（
花
貫
三
岐
路
～
里
美
村
境
）

ｮ“・蕊 常
磐
自
動
車
道

（

）

鍔

▲高萩大子線⑤大能地区
五

全
体
計
画
延
長
九
○
○
ｍ
、
幅
員
六

ｍ
二
五
巴
、
両
側
歩
道
幅
各
三
ｍ

＊

五
十
五
年
度
か
ら
用
地
買
収
を
行
っ

て
お
り
、
今
年
度
も
引
き
続
き
用
地
買

収
及
び
家
屋
等
の
補
償
を
行
い
、
一
定

区
間
の
用
地
買
収
が
完
了
す
れ
ば
、
工

事
も
合
わ
せ
て
施
工
、
完
成
は
、
六
十

六
年
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

＊

※
③
霄
輿
◎
の
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
計
画
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
右

折
車
線
が
な
い
う
え
、
カ
ー
ブ
が
急
な

た
め
、
車
の
回
転
が
困
難
と
な
っ
て
い

②
国
庫
補
助
街
路
特
殊
改
良
事
業

（
安
良
川
地
区
）

片
側
歩
道
幅
二
◆
五
ｍ
２

橋
長
六
○
ｍ
、
下
部
工
（
橋
台
二
基
、

橋
脚
一
基
）
、
上
部
工
（
二
径
間
連
続
鈑

桁
）

取
付
道
路
、
右
岸
側
長
さ
’
二
○

ｍ
、
左
岸
側
長
さ
’
一
○
五
ｍ

仮
橋
及
び
仮
設
道
路
（
幅
員
五
・
五
ｍ

〔
八
・
○
ｍ
〕
歩
道
一
・
五
ｍ
）

＊

花
貫
川
改
修
（
流
下
断
面
の
不
足
、

及
び
幅
員
狭
小
、
老
化
）
に
伴
う
架
換

工
事
で
す
が
、
道
路
構
造
基
準
に
合
わ

せ
橋
梁
整
備
費
を
加
え
改
良
、
六
十
二

年
度
完
成
を
目
途
に
し
て
い
ま
す
。

六
十
年
度
は
、
一
筆
測
量
、
調
査
、

用
地
買
収
及
び
補
償
を
行
い
ま
す
。
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幻
渕
切
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十ミ昼

ま
す
。
と
く
に
、
大
型
車
は
、
切
り
替

え
し
が
必
要
な
た
め
、
交
通
上
の
障
害

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
十
分

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
で
す

＊

※
③
～
⑤
の
区
間
は
、
県
単
独
肋
骨
道

路
整
備
事
業
に
よ
り
、
改
良
計
画
さ
れ

て
い
る
地
区
で
す
。
国
有
林
や
自
然
公

園
指
定
地
域
等
、
ま
た
、
河
川
の
付
替
、

姫
川
電
力
㈱
の
導
水
路
等
も
あ
り
、
調

査
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

関
係
機
関
と
の
協
議
及
び
手
続
き
を
進

め
、
工
事
に
着
手
出
来
る
よ
う
準
備
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

③
秋
山
地
区

全
体
延
長
三
五
○
ｍ
、
幅
員
五
・
五

ｍ
（
六
・
五
巴

五
十
九
年
度
長
さ
’
一
七
○
ｍ
改
良

済
、
六
十
年
度
長
さ
’
一
八
○
ｍ
改
良

及
び
舗
装
、
今
年
度
の
区
間
完
了
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

④
中
戸
川
地
区

全
体
延
長
七
八
○
ｍ
、
幅
員
五
・
五

ｍ
（
六
・
五
ｍ
）
の
う
ち
、
六
十
年
度
は
、

烏
曽
根
橋
よ
り
西
側
、
長
さ
’
約
四
○

○
ｍ
の
区
間
に
つ
い
て
、
地
権
者
の
協

力
を
得
て
用
地
買
収
を
行
い
、
工
事
を

施
行
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
当
地
区
の
前
後
に
つ
い
て
は

ー

引
き
続
き
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
も

⑤
大
能
地
区

全
体
延
長
一
七
○
○
ｍ
、
幅
員
五
・

五
ｍ
（
六
・
五
ｍ
）
の
う
ち
、
三
工
区
長

さ
’
六
○
○
ｍ
区
間
に
つ
い
て
は
、
昨

年
地
権
者
の
協
力
を
得
て
用
地
買
収
が

完
了
し
、
地
元
の
強
い
要
望
も
あ
り
今

年
度
す
で
に
工
事
を
発
注
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
未
買
収
地
に
つ
い
て
も
今
年

協
力
を
得
て
、
六
十
一
年
度
も
引
き
続

き
工
事
に
入
る
予
定
で
す
。

な
お
、
土
岳
駐
車
場
前
後
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
施
行
を
前
提
に
調
査
中
で
す
。

⑥
国
庫
補
助
街
路
特
殊
改
良
事
業

（
都
市
計
画
道
路
高
戸
上
手
綱
線

三
・
三
・
’
○
）

全
体
計
画
延
長
八
三
○
ｍ
、
全
幅
員

一
八
ｍ
～
二
六
・
二
ｍ
、
両
側
歩
道
幅

各
三
・
五
ｍ

一
般
部
長
さ
’
五
○
六
ｍ

幅
員
’
二
車
線
六
ｍ

高
架
部
長
さ
’
三
二
四
ｍ

幅
員
’
六
ｍ
（
八
ｍ
）

地
下
道
長
さ
’
一
二
八
ｍ

幅
員
’
四
ｍ

高
さ
’
二
・
五
ｍ

手
綱
橋
長
さ
’
二
・
三
ｍ

県
道
高
萩
塙
線

（
花
貫
三
岐
路
～
福
島
県
境
）

3



〆

全
体
計
画
延
長
一
、
四
○
○
ｍ
、
幅

員
四
車
線
一
三
奥
二
二
ｍ
）
、
（
暫
定

二
車
線
六
・
五
巴
、
歩
道
幅
各
三
ｍ

幅
員
’
一
二
・
八
ｍ

谷
川
橋
長
さ
’
二
・
六
ｍ

幅
員
’
一
八
ｍ

側
道
長
さ
’
六
○
○
ｍ

幅
員
’
五
ｍ

五
十
七
年
度
か
ら
測
量
調
査
に
入
り
、

比
較
設
計
、
詳
細
設
計
、
用
地
測
量
が

完
了
し
ま
し
た
。
地
元
説
明
会
も
終
り

地
権
者
の
賛
同
を
得
ま
し
た
の
で
、
今

年
度
か
ら
用
地
買
収
に
入
り
、
ほ
ぼ
用

地
買
収
を
完
了
さ
せ
、
地
下
道
等
の
一

部
工
事
に
着
手
し
、
早
期
完
成
を
目
指

し
ま
す
。
常
磐
自
動
車
道
の
高
萩
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
完
成
に
合
わ
せ
、
供

用
開
始
が
出
来
、
ま
た
、
交
通
の
安
全
を

確
保
出
来
る
よ
う
に
す
る
予
定
で
す
。

⑦
国
庫
補
助
道
路
改
良
事
業

（
下
手
綱
～
上
手
綱
地
区
）

a都市計画道路高戸上手綱線3 ． 3． 10
完成予想図

全
体
計
画
残
延
長
二
八
○
ｍ
、
幅
員

六
・
五
ｍ
二
四
巴
、
歩
道
幅
各
三
ｍ

上
関
橋
架
換
一
橋

本
地
区
は
、
高
萩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
県
道
接
続
箇
所
で
、
手
綱
工
業
団

地
の
進
入
路
部
で
も
あ
り
、
⑦
同
樵

五
十
七
年
度
か
ら
調
査
、
設
計
を
行
い

用
地
買
収
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
引
き
続
き
用
地
買
収
を
進
め
、
六
十

一
年
度
に
は
用
地
の
残
り
と
工
事
に
着

手
し
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
同
時
完

成
を
図
っ
て
行
く
予
定
で
す
。

⑨
県
単
独
肋
骨
道
路
改
良
事
業

（
上
手
綱
地
区
、
高
速
道
路
下
）

全
体
計
画
延
長
五
○
○
ｍ
、
幅
員
四

車
線
一
三
ｍ
（
二
二
ｍ
）
、
（
暫
定
二
車

線
六
・
五
ｍ
）
、
歩
道
幅
各
三
ｍ

⑧
国
庫
補
助
道
路
改
良
事
業

（
上
手
綱
イ
ン
タ
ー
チ
エ
ン
ジ
地
区
）

常
磐
自
動
車
道
高
萩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
国
道
六
号
線
に
通
じ
る
ア
ク

セ
ス
道
路
と
し
て
、
五
十
七
年
度
か
ら

測
量
、
調
査
、
設
計
を
行
い
、
現
在
、

用
地
買
収
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度

用
地
買
収
を
概
成
さ
せ
、
六
十
一
年
度

に
は
、
用
地
の
残
り
の
買
収
と
工
事
を

施
行
し
、
高
戸
立
体
と
同
様
、
高
萩
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
完
成
と
同
時
に
供
用

開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
’
）

本
地
区
は
、
常
磐
自
動
車
道
高
架
の
幅
員
五
・
五
ｍ
（
七
ｍ
）

真
下
に
位
置
し
、
日
立
い
わ
き
線
に
通

じ
る
、
高
萩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
》
ン
か
ら
今
年
度
す
で
に
二
工
区
長
さ
’
四
八

西
側
の
幹
線
と
な
る
主
要
路
線
で
、
五
○
ｍ
の
工
事
を
発
注
し
て
お
り
残
り
長

十
六
年
度
か
ら
基
本
測
量
、
調
査
、
計
さ
’
一
六
○
ｍ
に
つ
い
て
も
用
地
買
収
が

画
及
び
用
地
買
収
に
入
り
、
一
部
を
残
済
ん
で
い
ま
す
の
で
、
六
十
一
年
度
に

し
ご
協
力
を
得
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
地
区
と
し
て
完
了
さ
せ
る
予
定
で
す
。

も
引
き
続
き
用
地
買
収
に
努
め
、
六
十

二
年
度
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
．
⑫
県
単
独
肋
骨
道
路
整
備
事
業

ま
た
、
関
口
十
文
字
路
の
前
後
に
つ
（
下
君
田
地
区
）

い
て
も
、
早
急
に
改
良
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
地
区
で
す
の
で
、
今
後
地
元
の
全
体
計
画
の
う
ち
、
残
延
長
四
四
○

み
な
さ
ん
と
の
話
し
合
い
を
し
、
前
向
ｍ
、
幅
員
六
ｍ
（
八
ｍ
）

き
に
検
討
し
て
行
く
予
定
で
す
。

五
十
四
年
度
か
ら
調
査
に
着
手
し
慨

⑩
国
庫
補
助
特
殊
改
良
事
業
成
し
て
い
ま
す
が
、
残
四
四
○
ｍ
区
間

（
若
栗
地
区
）
に
つ
い
て
は
、
簡
易
水
道
の
水
源
地
が

あ
り
、
再
調
査
、
検
討
の
結
果
、
当
初

全
体
計
画
延
長
一
、
一
二
○
ｍ
、
幅
計
画
で
は
影
響
す
る
こ
と
が
判
明
し
ま

員
六
ｍ
（
八
～
一
○
ｍ
）
、
一
部
片
側
歩
し
た
の
で
、
計
画
の
変
更
に
対
す
る
地

道
幅
二
・
五
ｍ
元
説
明
会
を
開
き
、
み
な
さ
ん
の
同
意

を
得
、
現
在
、
一
筆
測
量
を
行
っ
て
い

五
十
六
年
度
か
ら
、
測
量
、
調
査
、
ま
す
。
今
年
度
用
地
に
つ
い
て
地
権
者

設
計
に
着
手
し
、
用
地
買
収
に
一
」
協
力
の
ご
協
力
を
得
て
、
工
事
に
着
手
す
る

を
得
て
来
ま
し
た
が
、
一
部
を
残
し
見
予
定
で
す
。
舗
装
ま
で
の
完
成
は
、
六

通
し
が
付
き
ま
し
た
の
で
、
用
地
補
償
十
一
年
に
な
る
見
込
で
す
。

と
合
わ
せ
、
今
年
度
か
ら
東
側
約
二
○

○
ｍ
区
間
の
工
事
に
入
る
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

県
道
北
茨
城
大
子
線

Ｕ
県
単
独
肋
骨
道
路
整
備
事
業
（
北
茨
城
市
境
～
里
美
村
境
）

（
若
栗
地
区
）

⑬
県
単
独
肋
骨
道
路
整
備
事
業

全
体
計
画
の
う
ち
残
延
長
六
四
○
ｍ
、
（
下
君
田
地
区
）

’

へ
）

全
体
計
画
延
長
一
、
三
四
○
ｍ
、
幅

員
五
～
八
ｍ

現
道
の
舗
装
工
事
で
あ
り
、
五
十
九

年
度
に
長
さ
’
五
六
○
ｍ
を
施
工
し
、

今
年
度
も
継
続
し
て
長
さ
’
三
八
○
ｍ

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
残
り

の
里
美
村
境
側
長
さ
’
四
○
○
ｍ
に
つ

い
て
は
、
六
十
一
年
度
に
予
定
し
て
い

ま
す
。な
お
、
本
路
線
の
う
ち
、
国
鉄
バ
ス

路
線
の
待
避
所
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

予
算
が
付
き
次
第
、
一
部
調
査
に
入
る

予
定
で
す
。

本
地
区
全
体
延
長
二
、
六
○
○
ｍ
に

つ
い
て
は
、
計
画
策
定
の
た
め
の
基
本

測
量
に
、
今
年
度
か
ら
入
っ
て
い
ま
す

図
面
が
出
来
次
第
、
今
後
地
元
の
か
た

と
話
し
合
い
の
う
え
、
計
画
の
策
定
を

し
て
い
く
予
定
で
す
。

⑮
国
庫
補
助
特
殊
改
良
事
業

（
大
荷
田
地
区
）

昨
年
、
暫
定
施
工
し
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
、
す
で
に
工
事
を
発
注
し
て
お

り
、
年
度
内
の
完
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

⑭
県
単
独
肋
骨
道
路
整
備
事
業

（
大
荷
田
地
区
）

全
体
残
延
長
六
○
○
ｍ
、
幅
員
六
ｍ

二
○
ｍ
）
、
片
側
歩
道
幅
二
・
五
ｍ
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⑯
国
庫
補
助
特
殊
改
良
事
業

（
秋
山
地
区
）

⑰
国
庫
補
助
舗
装
新
設
事
業

（
関
口
地
区
）

常
磐
自
動
車
道
と
の
関
連
工
事
と
し

て
、
道
路
公
団
に
委
託
し
工
事
を
施
工

す
る
こ
と
に
な
り
、
五
十
八
年
度
か
ら

用
地
買
収
に
入
り
、
昨
年
度
か
ら
工
事

に
も
着
手
し
、
六
十
一
年
度
の
完
成
を

目
途
に
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

主
要
地
方
道

県
道
日
立
い
わ
き
線

：

全
体
計
画
残
延
長
四
四
○
ｍ
、
幅
員

六・五ｍ（二ｍ）、片側歩道幅二五ｍ 全
体
延
長
六
○
○
ｍ
、
幅
員
六
・
五
⑱
国
庫
補
助
特
殊
改
良
事
業

、
（
一
四
ｍ
）
、
歩
道
幅
各
三
ｍ

（
上
君
田
地
区
）

本
地
区
は
、
地
権
者
等
の
ご
協
力
に

蕊
誠
雷
総
鈴
繊

蕊

函

▲日立いわき線⑰関口地区

都
市
計
画
道
路

⑳
東
本
町
高
萩
線
道
路
改
良
事
業

（
三
・
四
・
六
）

道
路
延
長
七
三
○
ｍ
、
幅
員
一
六
ｍ

（
車
道
九
ｍ
、
両
側
歩
道
幅
各
三
・
五
ｍ
）

事
業
期
間
五
十
四
年
度
か
ら
六
十
三
年

度
の
一
○
か
年

こ
の
事
業
は
、
五
十
四
年
度
に
国
庫

補
助
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で

よ
り
、
昨
年
改
良
工
事
が
完
成
し
、
今

年
度
舗
装
工
事
を
実
施
し
、
工
区
と
し

て
は
完
成
と
な
り
ま
す
。

県
道
上
君
田
大
能
線

本
事
業
は
、
現
道
の
舗
装
工
事
で
す

が
、
地
元
の
ご
協
力
が
得
ら
れ
拡
幅

が
可
能
に
な
っ
た
事
か
ら
、
県
単
独
道

路
改
良
費
を
投
入
し
、
改
良
工
事
を
施

し
、
二
車
線
を
確
保
す
る
と
共
に
、
人

家
の
あ
る
地
域
長
さ
’
一
、
二
六
○
ｍ
区

間
に
つ
い
て
は
、
片
側
二
ｍ
の
歩
道
を

設
置
し
、
一
定
規
格
で
改
良
と
舗
装
を

合
わ
せ
て
施
工
し
、
地
域
の
歩
行
者
は

も
と
よ
り
、
交
通
の
安
全
を
確
保
し
、

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す

全
体
計
画
延
長
一
、
九
二
○
ｍ
、
幅

員
五
・
五
ｍ
（
八
・
七
五
ｍ
）
、
一
部
片

側
歩
道
幅
二
ｍ

ー

五
十
九
年
度
ま
で
に
用
地
全
体
の
約

六
十
九
・
二
％
を
取
得
し
て
お
り
、
六

十
三
年
度
の
完
成
を
目
途
に
し
て
い
ま

す
。都
市
計
画
道
路

⑳
上
手
綱
赤
浜
線
道
路
改
良
事
業

（
三
・
四
・
十
二
）

道
路
延
長
一
、
○
○
○
ｍ
、
幅
員
一

六
ｍ
（
車
道
九
ｍ
、
両
側
歩
道
幅
各
三
・

五
ｍ
）
、
事
業
期
間
六
十
年
度
か
ら
六

十
二
年
度
の
三
か
年

こ
の
事
業
は
、
六
十
年
度
に
国
庫
補

助
の
緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業
と
し
て

新
規
採
択
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
都
市

計
画
道
路
は
、
本
市
の
手
綱
工
業
団
地

と
北
茨
城
中
郷
団
地
を
結
び
、
さ
ら
に

常
磐
自
動
車
道
高
萩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
に
接
続
す
る
重
要
な
路
線
で
す
。

こ
の
路
線
の
一
部
は
完
成
済
で
あ
り
、

今
回
の
事
業
実
施
区
間
は
、
北
茨
城
市

こ
の
都
市
計
画
道
路
全
体
は
、
国
道
六

号
線
か
ら
市
営
野
球
場
ま
で
の
延
長
三
、

四
○
○
ｍ
の
幹
線
道
路
で
す
。

街
路
沿
線
は
、
住
居
系
地
域
の
た
め

急
激
に
都
市
化
が
進
行
し
て
お
り
、
こ

の
沿
線
は
、
市
街
地
環
状
線
と
し
て
の

役
割
も
大
き
い
の
で
、
そ
の
一
部
、
台

高
萩
地
内
よ
り
本
町
四
丁
目
地
内
（
仲

屋
火
薬
庫
）
間
の
延
長
七
三
○
ｍ
を
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
町

西
側
土
地
区
画
整
理
事
業
の
な
か
で
、

本
町
四
丁
目
地
内
（
仲
屋
火
薬
庫
）
か

ら
県
道
高
萩
塙
線
ま
で
実
施
す
る
計
画

戸
主
９

行
政
界
沿
い
に
あ
る
市
道
路
か
ら
手
綱

工
業
団
地
内
の
延
長
一
、
○
○
○
ｍ
で

す
。
六
十
年
度
は
、
す
で
に
地
元
説
明
会

を
実
施
、
八
月
中
に
幅
杭
を
設
置
、
九

月
に
境
界
確
認
を
行
い
、
本
年
度
中
に

用
地
全
体
を
取
得
し
て
、
さ
ら
に
団
地

内
の
未
舗
装
部
分
か
ら
、
茨
城
く
み
あ

い
培
士
ま
で
の
約
四
○
○
ｍ
の
工
事
を

実
施
す
る
計
画
で
す
。

六
十
一
、
六
十
二
年
度
に
残
り
の
六

○
○
ｍ
の
工
事
を
実
施
す
る
計
画
を
し

て
い
ま
す
。

県
北
東
部
地
区
広
域
営
農
団
地

農
道
整
備
事
業
（
広
域
農
道
）

那
珂
郡
大
宮
町
上
大
賀
の
国
道
二

八
号
線
を
起
点
と
し
、
北
茨
城
市
関
南

町
の
国
道
六
号
線
を
終
点
と
す
る
総
延

長
六
八
、
二
○
一
ｍ
、
全
幅
員
七
・
五

～
七
・
○
ｍ
、
車
幅
六
・
○
～
五
・
五

ｍ
の
計
画
で
、
五
十
六
年
か
ら
事
業
に

着
手
し
て
い
ま
す
。

高
萩
市
内
は
、
田
代
、
烏
曽
根
、
大

能
、
若
栗
、
横
川
を
通
過
し
北
茨
城
市

境
ま
で
延
長
一
九
、
七
八
八
ｍ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
延
長
区
間
を
県
が
事
業
主
体
と

な
っ
て
行
う
農
道
新
設
二
部
公
団
）
、

県
道
改
良
工
事
、
市
が
事
業
主
体
と
な

り
行
う
市
道
の
改
良
工
事
を
平
行
し
て

進
め
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
内
の
事
業
の
進
捗
状
況
は
、
十
王

ー

六
十
年
度
の
事
業
計
画

⑳
農
地
施
行
（
中
戸
川
地
内
）
用
地
の

測
量
、
調
査
、
一
部
用
地
買
収

⑳
若
栗
以
北
公
団
施
工
分
、
若
栗
地
内

（
ト
ン
ネ
ル
エ
事
を
含
む
道
路
工
事
）
、

横
川
地
内
（
橋
梁
工
事
を
含
む
道
路
工

事
）
⑲
牧
場
か
ら
若
栗
、
市
道
一
○
九
号
線

の
道
路
改
良
工
事

国
庫
補
助
山
振
代
行
事
業
に
よ
り

県
が
代
わ
っ
て
行
い
ま
す
。

全
体
計
画
延
長
二
、
四
六
○
ｍ
、
幅

員
五
・
五
ｍ
（
七
ｍ
）

今
年
度
工
事
延
長
は
約
二
○
○
ｍ
の

予
定
で
す
。

町
境
か
ら
烏
曽
根
ま
で
延
長
二
、
八
二

八
ｍ
に
つ
い
て
県
農
地
施
行
で
、
用
地

の
測
量
調
査
を
、
若
栗
以
北
か
ら
北
茨

城
市
境
ま
で
延
長
八
、
六
○
三
ｍ
に
つ

い
て
は
、
農
用
地
開
発
公
団
事
業
に
よ

り
、
若
栗
か
ら
工
事
に
入
っ
て
い
ま
す

こ
の
山
間
部
を
縦
断
す
る
農
道
の
整

備
に
よ
り
、
地
域
全
体
の
農
林
業
の
開

発
、
農
家
経
済
の
向
上
と
合
わ
せ
、
農
林

・
畜
産
地
域
の
特
産
を
中
心
と
し
た
首

都
圏
へ
の
生
鮮
食
料
品
の
供
給
地
と
し

て
、
高
萩
市
を
含
め
た
関
係
市
町
村
の

将
来
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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幻一一一

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
は
、
人
口

在

の
高
齢
化
、
医
学
の
進
歩
、
成
人
病
等

況
醍
加
皿
狸
班
吻
叱

に
よ
り
、
毎
年
一
定
の
範
囲
内
（
六
％

状
末
謁
加
４
ｍ
鋤
皿
～
七
％
）
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

の
帽
合
す
。

業
年
割

購
細
岬
・
権
禧
磧
和
確
率
た
り
の
医
療
費
の
推

保
８
笥
莞
移
は
、
別
表
（
七
ぺ
’
ジ
上
）
の
と
お
り

康
数
険
め
で
あ
り
、
五
十
八
年
度
実
績
（
五
十
九

者
保
占

健
数
険
被
に

年
度
県
統
計
資
料
な
し
）
で
は
、
県
下

民
一
一
数
帯
保
く
者

国
口
帯
世
被
率
険
十
八
市
中
、
一
般
分
（
七
十
歳
末
芯

人
世
一
保
保
入
保

況
総
総
国
国
加
被

は
五
番
目
、
老
人
医
療
費
（
七
十
歳
以

概
上
）
は
二
番
目
と
そ
れ
ぞ
れ
上
位
を
占

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
と

国
の
補
助
金
、
そ
の
他
収
入
を
財
源
と
し
て
支
払
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
「
被
保
険
者
（
加
入
者
）
が
み
ん
な
で
負
担
し
合
い
、

困
っ
た
と
き
に
は
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
：
…
・
・
」
と
い
う
相
互
扶
助
共
済
の
も

と
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
国
民
健
康
保
険
事
業
を
健
全
に
運
営
し
て
行
く
た
め
に
は
、
ま
ず
一
人

ひ
と
り
が
、
健
康
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
医
療
費
を
大
切
に
使
い
、
国
民

健
康
保
険
を
大
事
に
育
て
て
い
く
よ
う
に
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

医
療
費
を
士
侭
噛
に

蝋

（
》

州

60年度予算の歳入歳出
総務費3. 1％42.607千’ 1 1

也4二

’

め
医
療
費
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
全
体
の
五
十
九
年
度
の

医
療
費
の
伸
び
率
は
、
一
般
分
で
十
四

・
九
％
、
老
人
医
療
費
で
は
十
二
・
五

％
と
非
常
に
高
い
伸
び
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
医
療
費
の
伸
び
を
診
療
の
種

別
（
五
十
八
年
度
対
比
）
で
み
る
と
、

一
般
分
の
一
人
当
た
り
医
療
費
で
は
、

入
院
二
十
八
・
七
％
、
外
来
五
・
六
％

歯
科
三
％
で
、
入
院
の
伸
び
率
が
侍
に

入
院
の
伸
び
率
が
特
に

（
）

大
き
く
、
国
保
財
政
を

苦
し
く
す
る
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す

老
人
の
一
人
当
た
り

医
療
費
で
は
、
入
院
六

・
八
％
、
外
来
マ
イ
ナ

ス
○
・
一
％
、
歯
科
二

十
五
％
で
、
老
人
医
療

費
の
伸
び
の
要
因
は
、

一
人
当
た
り
の
医
療
費

の
伸
び
と
、
老
人
人
口

の
増
加
に
よ
る
影
響
が

大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。●
疾
病
分
類
別
（
五
十

九
年
五
月
診
療
分
）

件
数
…
第
一
位
循
環
系
、

第
二
位
消
化
系
、

第
三
位
呼
吸
系
、

第
四
位
神
経
系

及
び
感
覚
器
、

第
五
位
筋
骨
格
系

及
び
結
合
組
織

医
療
費
…
第
一
位
循
環

系
、
第
二
位
消
化
系
、
第
三
位

新
生
物
（
ガ
ン
）
、
第
四
位
内
分

泌
・
栄
養
及
び
免
疫
障
害
、
第

五
位
呼
吸
系

＊

こ
の
医
療
費
の
増
加
は
、
保
険
税
の

負
担
増
に
伴
い
、
税
率
を
改
正
し
て
も

な
お
、
国
民
健
康
保
険
財
政
は
大
変
苦

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
医
療
費
が
増

え
れ
ば
国
民
健
康
保
険
事
業
で
負
担
す

る
保
険
税
も
、
当
然
改
正
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

老
人
の
医
療
費
は
、
老
人
人
口
の
増

加
、
核
家
族
化
、
家
庭
生
活
の
事
情
等

に
よ
り
、
入
院
に
よ
る
医
療
費
は
急
速

に
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
老
人
の

医
療
費
の
負
担
に
つ
い
て
も
、
国
民
健

康
保
険
事
業
と
無
関
係
で
は
な
く
、
三

割
に
つ
い
て
は
公
費
（
国
、
県
、
市
）

で
負
担
し
、
残
っ
た
七
割
に
つ
い
て
は

国
民
健
康
保
険
事
業
で
負
担
し
て
お
り
、

み
な
さ
ん
の
納
め
る
保
険
税
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

＊

病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
は
、
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
の
は
当
然
で
す
が
、

そ
の
場
合
、
み
な
さ
ん
の
心
構
え
や
、

考
え
方
に
よ
っ
て
医
療
費
が
大
き
く
違

っ
て
き
ま
す
。
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、

〈別表〉

1人当たりの保険税の推移 1人当たり診療費の推移(一般分） 1人当たり診療費の推移(老人分）

（見込）

円 456,30946型67
45万一 へ-

429,055

410,551

40万- 379,210n へ､～ 、 －－－
，35万一

（見込）

113，476
－円

万匡Ｊ
円
万１１(見込）

43,924 106,436

37,496 3β’632

31,851 3笛ﾖ、Ⅲ
4万一 10万一

90．326
3万一 9万一

wriH2万一 8万一 ]O万一

60年度 60年度貝Q
しゾ56 57 58 59 60年度 56 57 58 59

P戸

DU
F毎

ひイ 58

受
診
の
際
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

○
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
心
掛

け
ま
し
よ
』
フ
。

○
注
射
や
薬
の
ね
だ
り
は
や
め
ま

し
よ
ゞ
フ
。

○
急
病
の
と
き
以
外
は
、
休
日
、

時
間
外
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
病
院
の
は
し
ご
は
や
め
ま
し
ょ

シ
「
ノ
Ｏ

ｏ
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
り
ま

し
よ
毒
フ
。

＊

市
で
は
、
市
民
の
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
た
め
、
各
種
の
保
健

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
高
年
齢
層
を
主
に
対
象
と
し

た
、
成
人
病
の
疾
病
の
予
防
健
康

づ
く
り
対
策
と
し
て
、
一
般
健
康

診
査
、
胃
が
ん
検
診
、
婦
人
が
ん

検
診
、
健
康
相
談
、
健
康
教
育
、

訪
問
指
導
等
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
積
極
的
に
参
加
し
て
健

康
管
理
に
は
十
分
に
気
を
付
け
ま

し
よ
シ
フ
。

検
診
は
、
年
一
回
は
必
ず

受
け
ま
し
ょ
う

毒

1

菱
裳
期
醗
授
業
職

霧
榛
畿
霞
漆
蕊

松
岡
中
学
校
校
舎
改
築
事
業

松
岡
中
学
校
の
校
舎
改
築
事
業
が
、

五
十
九
年
、
六
十
年
の
二
か
年
継
続
で

昭
和
六
十
年
第
三
回
高
萩
市
議
会
臨

時
会
が
七
月
二
十
九
日
に
開
か
れ
、
選

挙
一
件
、
条
例
二
件
、
予
算
一
件
を
そ

れ
ぞ
れ
選
任
並
び
に
原
案
ど
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
議
会
だ
よ
り

β

■
■

溌爵罐謹悪
（
七
月
臨
時
会
）

歩

、

ｑ

。

鶏蕊溌霊慧綴
そ

▲完成した松岡中学校新校舎

松
岡
中
学
校
校
舎
の
規
模

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
（
二

棟
）
延
床
面
積
…
二
、
六
九
一
㎡

普
通
教
室
…
七

特
別
教
室
内
訳
…
図
書
室
一
、
理
科
室

一
、
美
術
室
一
、
家
庭
科
室
一
、
技

術
室
一
、
音
楽
室
一
、
教
育
相
談
室

一
、
ほ
か
に
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
一
室

総
工
費
四
億
八
、
○
○
○
万
円

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
新
校

舎
が
完
成
し
、
夏
休
み
前
に
学
校
の
引
っ

越
し
を
終
え
、
二
学
期
か
ら
は
、
い
よ

い
よ
新
し
い
三
階
建
て
の
近
代
的
校
舎

で
の
授
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ

グ
ラ
ン
ド
整
備
な
ど
部
分
的
に
整
備
す

る
と
こ
ろ
も
残
っ
て
お
り
、
九
月
の
末

に
は
、
全
て
が
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

○
高
萩
市

員
一
人
の

央
議
員
が

○
高
萩
市

改
正
に
つ

国
民
健

う
、
条
例

戸式

撰
〔
条
例 ー

挙
一

関
係
〕

・
十
王
町
事
務
組
合
議
会
議

補
欠
選
挙
を
行
い
、
大
部
勝

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

い
て
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴

の
一
部
改
正
で
す
。

○
高
萩
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

昭
和
六
十
年
三
月
の
地
方
税
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
減
額
基
準
額
の
改
正

及
び
減
額
対
象
金
額
の
引
き
上
げ
、
並

び
に
国
民
健
康
保
険
税
の
あ
ん
分
率
の

改
正
で
す
。

○
昭
和
六
十
年
度
高
萩
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

九
月
十
五
日
（
敬
老
の
日
）
は
、
市

民
体
育
館
の
一
般
開
放
日
で
す
が
、
事

業
の
都
合
上
こ
の
日
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。
７

体
育
館
か
ら
の
お
し
ら
せ

議
会
事
務
局

；

▲昇降□に掲げられている

下LU用昌子さん作の陶壁画



舌ユ

▼
国
勢
調
査
に
ご
協
力
を

国勢調査
ーロ

ｰ

10月1日全国いっせいに行われます

来
る
十
月
一
日
に
は
、
国
勢
調
査
が
わ
れ
今
回
は
十
四
回
目
に
当
た
り
ま
す
。

全
国
で
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。
国
今
回
の
調
査
で
は
、
全
国
で
約
一
億
二

勢
調
査
は
大
正
九
年
に
第
一
回
の
調
査
千
百
万
人
、
約
三
千
八
百
万
世
帯
が
対

が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
五
年
ご
と
に
行
象
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
の
た
め
に
、

国
勢
調
査
員
が
九
月
下
旬
か
ら
皆
様
の

お
宅
に
お
伺
い
し
ま
す
。
そ
の
際
に
調

調
査
票
は
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
と

い
っ
て
調
査
票
に
印
刷
さ
れ
た
二
ミ
リ

×
四
ミ
リ
の
枠
（
□
）
内
に
黒
鉛
筆
で

目
の
よ
う
に
横
線
を
太
く
、
濃
く
記
入

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

記
入
方
法
や
記
入
に
当
た
っ
て
の
注
意

を
「
国
勢
調
査
に
つ
い
て
の
お
願
い
」

に
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
調
査
票
を
記

入
す
る
前
に
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
勢
調
査
に
つ
い
て
の
疑
問
、

お
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
調

査
員
ま
た
は
市
役
所
庶
務
課
ま
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
・

念
二
三
’
一
二
二
・
内
線
三
一
二

九
月
下
旬
か
ら
国
勢
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す

今
回
調
査
の
対
象
は
約
一
億
二
千
百
万
人
と

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

見
込
ま
れ
て
い
ま
す

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
由
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｇ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
巳
■
■
■
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

調
査
票
は
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
に
な
っ
て
い
ま
す

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
白
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
且
■
口
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｐ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

▼

査
票
と
と
も
に
記
入
方
法
な
ど
を
示
し

た
「
国
勢
調
査
に
つ
い
て
の
お
願
い
」

を
一
緒
に
お
配
り
し
ま
す
。

参

一

○
調
査
票
に
は
、
あ
な
た
の
世
帯
に
ふ

だ
ん
住
ん
で
い
る
人
を
も
れ
な
く
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

○
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
と
い
う
の
は

十
月
一
日
現
在
、
あ
な
た
の
世
帯
に
、

□
す
で
に
三
か
月
以
上
住
ん
で
い
る

人
口
住
み
始
め
て
か
ら
三
か
月
に
な
ら

な
い
が
、
三
か
月
以
上
に
わ
た
っ

て
住
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
人

を
い
い
ま
す
。

○
家
族
以
外
の
人
で
も
、
あ
な
た
の
世

帯
に
三
か
月
以
上
滞
在
し
て
い
る
か
、

滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
人
が
い

る
場
合
は
、
そ
の
人
も
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

○
調
査
票
は
、
必
ず
黒
鉛
筆
で
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
ク
や
ボ
ー
ル
ペ
ン

は
黒
色
で
も
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

○
文
字
ま
た
は
数
字
を
書
く
場
合
は
、

ワ
ク
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
書
い

て
く
だ
さ
い
。

○
誤
っ
て
記
入
し
た
場
合
は
、
消
し
ゴ

ム
で
き
れ
い
に
消
し
て
か
ら
正
し
く
直

し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
は

も
れ
な
く
記
入

記
入
は
エ
ン
ピ
ツ
で

一
》

I
記
入
の
し
か
た

１
～
～
～

○
旅
行
や
出
稼
ぎ
な
ど
で
、
一
時
不
在

の
人
は
、
不
在
期
間
が
三
か
月
未
満
の

と
き
は
、
自
宅
で
調
査
し
、
三
か
月
以

上
に
わ
た
る
と
き
は
、
旅
行
先
や
出
稼

ぎ
先
で
調
査
し
ま
す
。

○
調
査
票
は
、
世
帯
ご
と
に
記
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
票

で
は
、
一
般
家
庭
の
よ
う
に
住
居
と
生

計
を
と
も
に
し
て
い
る
人
々
の
集
ま
り

を
一
つ
の
世
帯
と
し
ま
す
。
ま
た
、
一

人
で
一
戸
を
か
ま
え
て
暮
ら
し
て
い
る

人
は
、
一
人
で
一
つ
の
世
帯
と
し
ま
す
。

○
次
の
よ
う
な
人
に
つ
い
て
は
、
と
く

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
・

口
間
借
り
ま
た
は
下
宿
し
て
い
る
人

。
単
身
で
間
借
り
ま
た
は
下
宿
し

て
い
る
人
は
、
一
人
ひ
と
り
を

一
つ
の
世
帯
と
し
ま
す
。

・
兄
弟
な
ど
家
族
と
一
緒
に
間
借

り
ま
た
は
下
宿
し
て
い
れ
ば
、

そ
の
家
族
ご
と
に
一
つ
の
世
帯

と
し
ま
す
。

口
住
み
込
み
の
雇
人

・
雇
主
と
同
居
し
て
い
る
単
身
の

住
み
込
み
の
雇
人
は
、
雇
主
の

世
帯
に
含
め
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
調
査
票
の
記
入
に
つ
い

て
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
、
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
調
査
員
ま
た
は
、
市

役
所
庶
務
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

世
帯
ご
と
に
記
入

8



－

あ
な
た
は
、
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
安
全
運
転

を
し
て
い
ま
す
か
。
自
分
で
注
意
し
て

運
転
し
て
い
れ
ば
事
故
は
起
こ
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
他
人
の
事
故
に
巻
き

込
ま
れ
る
可
能
性
は
ど
ん
な
と
き
に
も

つ
き
ま
と
っ
て
い
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
る
と
、

事
故
が
起
き
た
と
き
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ

ス
な
ど
に
頭
や
胸
を
強
打
す
る
こ
と
を

防
止
で
き
る
こ
と
、
激
突
の
シ
ョ
ッ
ク

で
車
外
に
は
じ
き
出
さ
れ
る
こ
と
を
防

止
す
る
こ
と
、
万
一
火
災
が
発
生
し
た

鶴

シートベルトは
“へ ”

綱口p

▲シートベルト着用を呼びかける

交通安全母の会のみなさん

す
べ
て
の
道
路
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、

助
手
席
に
座
る
人
に
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
さ
せ
て
か
ら
で
な
い
と
、
車
を

運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

同
時
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
後
部
座

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正

人
に
言
わ
れ
た
か
ら
す
る
の
で
は
な

く
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
自
分
の
生
命
を

守
る
〃
命
綱
〃
な
の
で
す
。

エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
前
に
、
ハ
イ
ノ
．

あ
な
た
も
、
ン
－
ト
ベ
ル
ト
を
・
・
…
。
。

こ
と
も
な
く
車
外
に

の
効
果
が
あ
り
ま
す

と
き
な
ど
で
も
激
突
で
意
識
を
失
う

こ
と
も
な
く
車
外
に
逃
げ
る
こ
と
な
ど

ﾗ/-トベルトを締めていなし'場合（
九
月
一
日
施
行
）

ー

【
品
、
鞠
山

一
識
浄
竺

一
詩
趣
垂

黍
榊
一
竺

守
●
■
凸
且

『
』
■
ｂ
●
］

Ｆ
・
，
。
。
・
争
壬

。
・
・
□
。
。
■
“
エ

。
。
。
食
９
．
。
。
《

■
・
申
●
■

ロ
。
。
。
ロ
。
、
ロ
ム

ロ
。
ロ
”
。
。
。
。
▲

■
寺
。
争
”
●
。
。
▲

■
ｅ
■
■
凡

。
●
凸
■
具

’
毎
・
□
・
勺
。
ゆ
４

Ｐ
■
。
■
ご

■
。
●
■
■今巳一ユ

〈
違
反
し
た
場
合
の
措
置
〉

高
速
道
路
Ｉ
ド
ラ
イ
バ
ー
本
人
が
着
用

し
て
い
な
い
場
合
に
、
行
政
処
分
点
数

一
占
小
一
般
道
路
Ｉ
今
回
の
法
改
正
の
趣
旨
が

ド
ラ
イ
バ
ー
に
徹
底
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
意
識
が
向
上
し
た
段
階
で
、
行

政
処
分
点
数
を
付
す
る
こ
と
を
検
討
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

席
に
座
る
人
に
対
し
て
も
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

｢豊田商事まがい110番」0292-25-0002
■■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■1■■■■■■■■■■■■■■■ー■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■ー■■■■■■■■■■■■■■■■■■

誰
喜
一
■
ロ
■
〃

■
し

用

ま
一
』

う

みなさますでにごぞんじのように､豊田商事などで多大な被害がでています。

ド
ラ
イ
バ
ー
や
ラ
イ
ダ
ー
は
、
正
当

な
理
由
が
な
く
、
著
し
く
人
の
迷
惑
に

な
る
騒
音
を
生
じ
さ
せ
る
方
法
で
、
急

発
進
、
急
加
速
、
空
ぶ
か
し
を
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

空
ぶ
か
し
等
の
行
為
が

禁
止
さ
れ
ま
し
た

〈
違
反
し
た
場
合
の
措
置

行
政
処
分
点
数
一
点

ー

○子

↓へ
ゾ

○必要でなければ勇気をもって断りまし

ょう。

○契約する時には書面内容をよく確かめ

ましょう。

○契約しても金銭を支払わないうちに，

おかしいと思ったら，契約廃棄の証と

なるような文言を発送しましょう。

〈
違
反
し
た
場
合
の
措
置
〉

行
政
処
分
点
数
一
点
、
反
則
金
四
千

円
、
罰
則
三
万
円
以
下
の
罰
金

自
動
二
輪
車
の
免
許
を
取
っ
て
一
年

未
満
の
初
心
者
ラ
イ
ダ
ー
は
、
二
人
乗

り
を
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。五
十
八
年
中
の
二
人
乗
り
の
運
転
中

の
死
亡
事
故
を
み
る
と
、
約
七
割
が
、

免
許
取
得
一
年
未
満
の
初
心
者
ラ
イ
ダ

ー
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

初
心
者
ラ
イ
ダ
ー
の

二
人
乗
り
禁
止

茨城県消費生活センター
水戸市三の丸1－4－73水戸三井ビル3階念(0292)25-6445
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一
ｍ

難’
童議

～企業紹介～
一一鷺

ー'；謬熱燕

三①ニッカンエ業㈱專務取締役

高萩ニッカン㈱社長 島田良巳さ/L 潅皐鐘甫謹塞呈鐸一串 譲…篭…謡鑑鶉…

高萩ニッカン株式会社

住所高萩市上手綱字朝山3641-9(手綱工業団地）

資本金 1億円

主な製品名フレキシブル・プリント回路

用銅張基板

敷地面積26,182㎡

建物面積 5,000''f

社員数 32名

工場落成・操業開始昭和60年6月

本格生産開始予定 昭和60年10月

高萩ニッカン株式会社
埼玉県在住，奥さんと二人暮らし。

二人の娘さんは既に嫁いで，五人のお

孫さんもいるとか。

コンピューターを巧みに操り，健康

に自信あり。

「毎週高萩に来ています。高萩の会社

として，地域のみなさんのお役に立ち

たいと思います｡」

高
萩
ニ
ッ
カ
ン
株
式
会
社
は
、
ニ
ッ

カ
ン
エ
業
㈱
の
子
会
社
と
し
て
、
電
子
産

業
の
急
速
な
発
展
に
伴
う
電
子
材
料
、

特
に
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
プ
リ
ン
ト
配

線
板
用
材
料
の
生
産
増
強
と
合
理
化
の

必
要
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
会
社
で
す
。

主
な
製
品
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
プ
リ

ン
ト
基
板
と
は
、
配
線
用
銅
張
り
ブ
イ

ｰ

ル
ム
の
こ
と
で
、
カ
メ
ラ
、
自
動
車
、

ビ
デ
オ
、
時
計
、
Ｏ
Ａ
機
器
な
ど
に
も

使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
極
め
て
用

途
の
広
い
素
材
で
す
。

親
会
社
の
ニ
ッ
カ
ン
エ
業
㈱
は
、
大
き

く
分
け
て
紙
工
部
門
、
電
気
絶
縁
材
料

部
門
、
電
子
材
料
部
門
の
三
部
門
か
ら

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
都

市
市
街
地
周
辺
（
営
業
所
二
、
直
轄
工

場
三
、
子
会
社
こ
の
た
め
、
工
場
用

地
と
し
て
大
き
な
工
業
・
企
業
の
あ
る

周
辺
の
工
業
団
地
を
捜
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
地
域
整
備
公
団
の
紹
介
に
よ
り
、

常
磐
自
動
車
道
や
自
然
の
立
地
条
件
に

恵
ま
れ
た
高
萩
市
を
選
ん
だ
わ
け
で
す
。

高
萩
で
は
、
素
材
で
あ
る
基
板
の
製

造
の
み
、
販
売
は
親
会
社
と
な
り
ま
す
、

高
萩
ニ
ッ
カ
ン
㈱
は
、
社
員
三
十
二

名
の
う
ち
地
元
採
用
者
が
二
十
六
名
、

そ
の
う
ち
、
二
十
三
名
が
新
採
と
い
う
、

非
常
に
若
い
人
材
が
そ
ろ
っ
た
新
し
い

会
社
で
、
来
年
も
社
員
の
採
用
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

島
田
社
長
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
〃
着
実

性
“
、
「
社
員
に
は
、
自
分
の
仕
事
を

着
実
に
し
な
が
ら
、
そ
の
仕
事
が
社
会

と
ど
う
か
か
わ
り
が
あ
る
の
か
を
常
に
認

識
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

社
会
人
と
し
て
も
一
人
立
ち
で
き
る
よ

う
に
育
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

会
社
も
地
域
に
根
を
お
ろ
し
た
企
業
と

し
て
発
展
し
た
い
Ｉ
。
」
と
抱
負
を
語

り
ま
す
。

八
月
三
日
印
、
四
日
㈲
の
両
日
、
東

小
学
校
校
庭
で
子
ど
も
会
の
夏
季
幹
部

講
習
会
が
市
内
の
小
学
六
年
生
約
二
百

五
十
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
毎
年
夏
休
み
を
利
用
し

て
市
内
の
子
ど
も
会
の
リ
ー
ダ
ー
育
成

▽
◆
守
谷
●
◇
令
◆
●
◆
●
◆
◆
●
●
◆
◆
●
◆
●
●
◆
●
●
◆
●
◆
。
◆
。
◆
●
◆
●
●
●
◆
●
●
今
令
◆
◆
◆
。
◆
参
○
◆
●
◆
●
●
●
。
◆
Ｃ
ｅ
凸
舎
●
●
◆
◆
。
●
守
り
●
。
●
争
今
●
●
◆
。
●
。
◆
舎
凸
●
今
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
●
●
●

◆
。
●
●
●
令
◆
争
今
●
◆
◆
今
ゆ
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
●
◆
●
◆
◆
●
●
●
◆
●
◆
●
●
●
令
●
◆
◆
今
争
●
◆
今
令
◆
●
◆
●
●
◆
◆
今
。
争
◆
◆
●
Ｇ
◆
●
●
◆
●
◆
。
◆
◆
。
●
◆
今
今
◆
傘
◆
今
◆
令
◆
令
●
◆
傘
●
●
◆
争
舎
◆
●
●
。
◆
◆

●
今
◆
。
争
●
●
今
◆
●
◆
。
◆
令
争
◆
◆
◆
◆
◆
●
●
◆
◆
の
●
●
◆
◆
●
。
◆
○
か
◆
◆
◆
◆
◆
今
◆
令
◆
●
●
◆
今
●
◆
◆
●
◆
●
●
◆
◆
今
●
◆
凸
●
●
◆
●
●
◆
●
。
◆
①
◆
の
心
●
●
今
争
今
争
●
◆
今
今
谷
●
。
●
◆
◆
●
ｅ
ｅ
も
●
●
◆

の
た
め
に
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
今
年

子
ど
も
会
幹
部
講
習
会

で
第
二
十
回
を
む
か
え
ま
し
た
。

蕊

灘 参
＝

お母さんより上手だよ／

ー

瀞

まっ黒に日焼けして

難懸

鴬研
蕊;…『．
…筈－

二琴:
鶴

拳

少年水泳教室・親子水泳教室松
久
保
地
区
親
善
野
球
大
会

八
月
四
日
⑧
、
高
浜
運
動
広
場
で
、

松
久
保
地
区
親
善
野
球
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
成
績
、
優
勝
生
化
学
工
業

㈱
、
準
優
勝
赤
浜
ク
ラ
ブ
、
三
位

大
建
工
業
㈱
、
四
位
高
戸
ク
ラ
ブ

7月29日から8月6日まで（土・ 日を

除く）の一週間，東小学校プールでは，

少年水泳教室,秋山小学校プールでは,親

子水泳教室が開かれました｡初めは水に顔

をつけるのさえこわがっていた子も,最終

日にはすっかり水に慣れて上手に泳げる

ようになりました。
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夏
の
風
物
詩
、
暗
や
み
に
舞
う
ホ
タ

ル
と
の
出
会
い
に
約
四
十
人
の
市
民
が

参
加
し
ま
し
た
。
茨
城
生
物
の
会
顧
問

の
安
藤
勝
敏
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
講

話
と
観
察
指
導
に
熱
心
に
聞
き
い
っ
て

自
然
と
親
し
ん
で

土
岳
自
然
観
察
会

八
月
十
日
か
ら
十
一
日
ま
で
、
一
泊

二
日
の
日
程
で
、
中
戸
川
公
民
館
を
会

場
に
「
土
岳
自
然
観
察
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
「
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る

友
の
会
」
が
主
催
し
て
開
か
れ
た
も
の

で
、
参
加
し
た
人
た
ち
は
、
星
座
の
観

察
や
野
鳥
の
観
察
を
楽
し
み
、
土
岳
の

自
然
を
思
い
き
り
満
喫
し
て
い
ま
し
た

○
「
日
本
人
の
く
ら
し
と
ホ
タ
ル
Ｌ

芸
術
文
化
講
座

八
月

’
一
日
出
旧
穂
積
家 ▲野鳥がみえたよ

指
導
が
印
象
的
で
し
聖

は
く
製
よ
り
も
本
物
に
近
い
野
鳥
を

作
ろ
う
／
、
と
二
十
人
の
市
民
が
参
加
し

て
、
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま

○
「
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
（
野
鳥
彫
刻
）
」

八
月
四
日
日
、
十
八
日
日

中
央
公
民
館

い
ま
し
た
。
と
く
に
、
「
み
ん
な
の
手

で
ホ
タ
ル
を
増
や
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と

ホ
タ
ル
の
産
卵
か
ら
成
虫
ま
で
の
育
成

ー

▲かわいいスズメができました
▲熱心に勉強

壷
冬
至
の
日
に
赤
豆
の
粥
（
か
ゆ
）
を

唖
作
っ
て
疫
を
は
ら
う
の
は
、
共
工
氏
の

辛
子
が
冬
至
に
死
亡
し
疫
鬼
に
な
っ
た
の

華
で
、
赤
豆
で
こ
れ
を
追
う
の
だ
と
い
う

》
の
で
あ
る
。

》
古
代
中
国
で
は
年
の
暮
れ
に
は
、
祖

墓
垂
の
ほ
か
に
疫
鬼
も
村
を
訪
れ
る
も
の

叩
と
考
え
て
い
た
。
疫
病
を
も
た
ら
す
疫

八
月
三
日
出
、
高
萩
海
岸
で
第
十
八

回
市
民
い
し
も
ち
釣
り
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
成
績
（
敬
称
略
）

大
人
の
部
優
勝
市
毛
恒
雄
、
準
優

勝
黒
沢
威
雄
、
三
位
五
十
嵐
薫

し
た
。
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
会
員
の
関

た
か
し

口
尚
先
生
の
指
導
の
も
と
、
木
材
を
使

い
身
近
な
ス
ズ
メ
を
題
材
に
彫
刻
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
一
日
目
は
、
荒
け
ず

り
か
ら
小
造
り
、
二
日
目
は
、
彩
色
、

仕
上
げ
と
進
み
、
た
く
さ
ん
の
か
わ
い

い
ス
ズ
メ
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

市
民
い
し
も
ち
釣
り
大
会

高萩②昔話と
民俗

豆と胡麻で目を突く神様

（4）

＋ =室
田 同子"巳、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
「
愛
は
地
球
を
救
う
」

八
月
十
八
日
⑧
、
春
日
町
児
童
公
園

で
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
駅
前
商
店

鬼
と
、
農
作
物
の
み
の
り
を
も
た
ら
す

祖
霊
は
、
ど
ち
ら
も
死
者
の
霊
の
作
用

小
人
の
部
優
勝
熊
谷
匡
敏
、
準
優

勝
鐵
桂
一
、
三
位
掛
礼
貴
史

・
・
・
■
■
■
・
・
・
・
・
■
・
・
・
・
・
・
■
・
■
■
■
・
・
・
・
・
・
・
・
■
■
■
■
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
■
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
日
・
・
■
・
・
・
・
・
・
・
・
■
α
・
・
巳
・
・
・
・
・
■
■
■
■
・
・
・
・
■
・
・
・
・
・
飴

似
北
茨
城
市
中
郷
町
足
洗
の
素
鴦
神
社
、

祭
神
は
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
で
天
王
塚

も
あ
り
疫
病
の
伝
説
が
あ
る
。

ー

鴬簿､‘、 ：

lf唾
-: : :ｰ

浪鐸W

燕

蕊
鮮

＃
▲いしもち釣り大会

露悪

す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
混
同
さ
れ
が
一

ち
で
あ
っ
た
。
柤
霊
も
祭
祀
が
よ
く
な
唾

い
と
疫
鬼
に
な
り
か
ね
な
い
面
が
あ
つ
》

た
の
で
あ
る
。

「
古
事
記
」
に
崇
神
天
皇
の
と
き
、
叩

疫
病
が
流
行
し
て
人
民
が
死
に
尽
き
よ
叩

う
と
し
た
。
天
皇
の
夢
に
大
物
主
神
唖

（
お
お
も
の
ぬ
し
の
か
み
）
が
あ
ら
わ
れ
』

て
「
オ
オ
タ
ダ
ネ
コ
を
し
て
私
を
祭
ら
亜

せ
れ
ば
疫
病
は
お
こ
ら
ず
、
国
は
平
和
型

に
な
る
」
と
い
わ
れ
た
。
そ
こ
で
そ
の
》

通
り
に
す
る
と
、
疫
病
は
や
み
国
家
が
》

安
ら
か
に
な
っ
た
、
と
あ
る
。
こ
の
こ
函

と
は
、
祖
霊
が
疫
病
と
福
の
両
面
に
か
唖

か
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
』

そ
こ
に
大
己
貴
命
（
大
物
主
神
）
や
祖
唖

霊
（
氏
神
）
が
、
豆
の
さ
や
や
胡
麻
で
亜

目
を
突
く
謎
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
叩

会
、
高
萩
高
校
生
会
な
ど
の
共
催
で
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
Ｉ
行
事
「
愛
は
地
球
を
救

う
」
を
行
い
、
た
く
さ
ん
の
市
民
が
参

加
し
、
多
く
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

提
／－

0

▲チャリティー｢愛は地球を救う」
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私の

チャーム

ポイント
……⑧

; ；

I ；

…脅蝿蕊

聯

須田律子さん
（有明町）

短
大
の
幼
児
教
育
科
を
経
て
、
今
年

の
四
月
か
ら
同
仁
東
保
育
園
の
保
母
さ

ん
に
。親
戚
の
人
が
幼
稚
園
や
保
育
所
関
係

に
就
い
て
い
る
人
が
多
い
せ
い
も
あ
っ

て
、
保
母
さ
ん
に
な
る
の
は
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
の
夢
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

念
願
か
な
っ
て
入
っ
た
こ
の
道
。

保
育
所
で
は
、
一
番
や
ん
ち
ゃ
な
二
歳

児
を
担
当
し
、
子
ど
も
を
相
手
に
悪
戦

苦
闘
の
毎
日
で
す
。

「
子
ど
も
は
好
き
１
．
で
も
預
か
っ

て
い
る
責
任
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
保

母
さ
ん
っ
て
言
う
と
、
た
だ
子
ど
も
を
あ

や
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
現
実
に
は

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
一
つ
一
つ
の
け
じ

一クイズたかはぎあれこれ一

10月1日の人口は何人？

10月1日には，全国一斉に国勢調査が行われます。

市報で毎月おしらせしている人口は， 55年の国勢調査

の人口に，毎月の住民基本台帳の異動人口を累計して

いるものです◎ さて，昭和60年10月1日の国勢調査に

よる高萩市の人口は何人になるでしょうか。

答えは，予想人口の数字と，

住所・氏名をはがきに書いて．

（
）

市民活動課広報広聴係までお

送りください。

正解者多数の場合は抽選で

また，正解者がない場合は一

番近いかたに粗品を差し上げ

ます。

（発表は11月号の予定）

め
や
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い
く
、
い
わ

ば
母
親
代
わ
り
。
だ
か
ら
、
自
分
に
も

き
び
し
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
ん
で

す
。
」
「
子
ど
も
を
し
か
っ
て
も
、
ま
た
つ

い
て
き
て
く
れ
る
ｌ
そ
う
い
う
信
頼
関

係
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ま

た
子
ど
も
の
内
面
的
な
か
わ
い
ら
し
さ

が
わ
か
っ
て
き
て
、
保
母
さ
ん
に
な
っ

て
良
か
っ
た
と
思
う
。
仕
事
は
た
い
へ

ん
だ
け
ど
や
り
が
い
が
あ
る
し
、
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
続
け
た
い
。
」
と
意

欲
を
見
せ
ま
す
。

血
液
型
は
Ｏ
型
、
性
格
も
明
る
く
、

こ
れ
か
ら
テ
ニ
ス
を
は
じ
め
た
い
と
は

り
き
っ
て
い
る
律
子
さ
ん
で
す
。

※ヒント

40年 32,497人

45年 29,548人

50年 30,982人

55年 32,436人

60年8月1日現在

33,740人

I
か
い
し
よ
く
が
い

海
食
崖
は
、
海
水
の
浸
食
に
よ
っ
て

海
岸
が
後
退
し
て
で
き
た
海
岸
の
急
な

崖
で
す
。
高
萩
の
海
岸
で
は
、
高
戸
の

小
浜
海
岸
に
こ
れ
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
海
面
に
接
す
る
付
近
に
は
海
食
洞

も
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

品
ク
イ
ズ
た
か
は
ぎ
あ
れ
こ
れ

前
号
の
答
え
…
…
…
１
、
海
食
崖

真
剣
さ
伝
わ
る

「
男
の
料
理
講
座
」

「
男
子
厨
房
に
入
ら
ず
」
と
は
昔
の

こ
と
ば
。
現
代
は
、
男
だ
っ
て
お
料
理

ぐ
ら
い
少
し
は
た
し
な
ま
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。

高
萩
市
中
央
公
民
館
で
は
、
八
月
か

ら
「
男
の
料
理
講
座
」
が
始
ま
り
ま
し

た
。
男
性
、
特
に
中
年
層
を
対
象
と
し

た
学
級
を
何
か
１
．
と
思
い
つ
い
た
の

が
こ
の
料
理
講
座
で
す
。

参
加
者
は
、
独
身
の
男
性
か
ら
年
配 口

（
》

口包丁さばきもあざやかに

の
人
ま
で
十
八
人
、
八
月
と
九
月
の
二

か
月
間
、
七
回
に
わ
た
っ
て
、
「
簡
単

に
短
時
間
で
で
き
る
料
理
」
を
主
に
実

習
し
て
い
ま
す
。

講
師
の
福
田
義
太
郎
先
生
（
白
木
屋
）

は
、
「
地
方
で
は
、
や
る
人
が
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す

が
、
意
外
に
も
大
勢
集
ま
っ
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
男
で
も
女
で
も
、
料
理

を
作
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
」
と
う
れ
し
そ
う
で
す
。

参
加
し
た
人
の
動
機
は
、
単
身
赴
任

や
、
一
人
に
な
っ
た
と
き
の
準
備
、
お

母
さ
ん
が
寝
こ
ん
だ
と
き
、
何
も
で
き

な
く
て
た
い
へ
ん
だ
っ
た
か
ら
Ｉ
。

ま
た
ス
ー
パ
ー
の
新
店
舗
設
置
へ
の
準

備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

包
丁
さ
ば
き
も
上
手
で
（
中
に
は
、
ぎ

こ
ち
な
い
人
も
い
ま
し
た
が
）
、
講
師
の

先
生
を
囲
ん
で
、
「
だ
し
の
と
り
か
た
」

な
ど
習
う
姿
は
真
剣
そ
の
も
の
。

み
ん
な
楽
し
そ
う
に
実
習
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。

クイズの正解者

クイズが大好きで， テ

レビの「クイズダーピー

でも私が一番当てるんで

すよ。

市報のクイズも，今度

は私が当たる番だと思っ

て，子どもといっしょに

答えを考えて出しました。
村田君子さん

（石滝）
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八
月
四
日
⑧
、
三
十
一
日
出
の
両
日
、

科
学
万
博
に
訪
れ
た
人
々
の
手
と
な
り

足
と
な
り
、
お
手
伝
い
を
す
る
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
」
に
市
内
か
ら
一
一
一
十
一

人
の
か
た
が
参
加
し
ま
し
た
。
親
切
な

案
内
で
、
訪
れ
た
人
た
ち
に
、
大
変
喜

ば
れ
ま
し
た
。

8月8日(和昨年，風船に花の種と手
しき、 うち

紙をｲ寸けて飛ばした栃木県黒磯市の鴨内

小学校と，その風船を拾った高萩保育所

の百日草をめぐる交流をおしらせしまし

たが， この交流は今年も続いており， こ

の日25人が高萩保育所を訪問，交換会を

行いました。紙芝居や－輪車乗りなどの

楽しい交流のあと，海なし県の－行は，

高戸の小浜で， うれしい磯遊びに興じて

灘

； 熟鶴‘

蕊I

綴
…

患

ｰ｡

戦

瀞

繊いました。
霧 熱

ふ 麓蕊

窓
…

ナー
ノムー

八
月
十
一
日
⑧
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
、
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
主
催
の
地

区
対
抗
球
技
大
会
が
高
萩
中
学
校
校
庭

で
行
わ
れ
、
男
子
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

女
子
は
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
男
・
女
約
五

十
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
技
を
競
い
ま
し

8月9日（金） 中央公民館で，高齢者大

学の「市政を間く会」が開かれ，講師に

大高市長をむかえ， 60年度の市の予算や

市政などの勉強をしました。参加者は約

130人で， このあと大高市長に質問をす

る人も出るなど，熱心な姿もみられまし

た。

簿郵 鞭唖

蝿 言割

八
月
十
六
日
③
関
根
川
河
□
で
、
高
萩
明

る
い
社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会
主
催
に
よ
る
、

と
う
ろ
う
流
し
と
花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

夜
空
に
花
火
が
舞
う
な
か
、
と
う
ろ
う
の
光

が
蛇
行
し
、
た
く
さ
ん
の
市
民
が
、
頁
の
夜
を

楽
し
み
ま
し
た
。

篭齢
獅 一 ゞ.※
鐸一一

8月25日旧） 市営野球場で，第13回高

萩市長杯争奪軟式野球大会の開会式が行

われ，約900人の市民が参加しました。
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④
年
だ
か
ら
な
ど
と
、
病
気
を
治
そ
う

お
年
寄
り
の
健
康
と
す
皇
最
に
乏
し
い
。

⑤
若
い
人
に
比
べ
て
、
痛
み
の
訴
え
方

あ
て
に
な
ら
な
い
み
か
け
上
の
健
康
が
違
う
。

六
十
五
歳
以
上
の
健
康
だ
と
思
っ
て
健
康
だ
か
ら
と
自
負
す
る
の
で
は
な

い
る
お
年
寄
り
を
精
密
検
査
し
た
と
こ
く
、
健
康
診
査
で
健
康
の
チ
ェ
ッ
ク
を

ろ
、
そ
の
七
十
％
か
ら
八
十
％
の
人
が
、
積
極
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
ん
ら
か
の
病
気
を
持
っ
て
い
た
と
い
ま
た
、
市
の
保
健
婦
は
、
老
人
ク
ラ

う
調
査
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
お
ブ
な
ど
に
伺
い
血
圧
測
定
、
健
康
相
談
、

年
寄
り
の
み
か
け
上
の
健
康
は
あ
て
に
健
康
に
関
し
て
の
話
や
映
画
を
実
施
し
、

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
健
康
管
理
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
○

お
年
寄
り
の
病
気
の
五
つ
の
特
徴
※
詳
し
く
は
、
衛
生
課
ま
で
ど
う
ぞ

①
お
年
寄
り
の
病
気
に
は
、
は
っ
き
り
壷
二
三
’
二
二
一
内
線
三
六
四

こんにちは／

保健婦てす

垂
懇
懇
窪
麺
溌
露
醸
密
嘩
厩
露
蕊
識
膨
鍾
識
隷 鴬 ■■■

回③病②
復臓気お
力器を年
がの持寄
弱働つり
いきては
oがい 、

低ま同
下す時
し oに
て い

い く

る つ

の か

で の

I
蕊
叱
鍔
鞭

戦
蝿
需

悪習

蕊J忠
鐸‘琴1

緋醤

（2歳児歯科健診）にて
こう じ

松本功児＜ん（2歳）と

ボ摘くん(8歳)と
お母さんの眞佐子さん

石滝2612

元気いっぱいの功児〈んは，高い所

が大好き。

冷蔵庫の上でもどこでも上がっちゃ

う。 「小学校2年生になるお兄ちゃん

とも毎日けんか。どちらも手かげん

なしなんですよ…｡」とお母さん。

と
し
た
自
覚
症
状
が
な
い
。
と
く
に
ボ

ケ
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
自
分
で
も
具

合
の
悪
い
と
こ
ろ
を
、
は
っ
き
り
表
現

で
き
な
い
こ
と
が
多
く
、
訴
え
も
正
確

で
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

←､

Lゴ

も
う
婦
人
が
ん
検
診
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？

病
、
医
院
で
受
け
ら
れ
る
婦
人
が
ん

検
診
の
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

集
団
（
車
）
検
診
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
か
た
に
お
す
す
め
し
ま
す
。

受
け
る
際
に
、
受
診
券
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
衛
生
課
ま
で
お
い
で
く

だ
さ
い
・

対
象
三
十
歳
以
上
の
女
性

受
付
期
間
六
十
年
十
二
月
ま
で

自
己
負
担
一
、
○
○
○
円

受
け
ら
れ
る
病
、
医
院
市
内
は
、
内

田
病
院
、
諸
原
産
婦
人
科
医
院

※
詳
し
く
は
、
衛
生
課
ま
で

壷
二
三
’
二
二
一
内
線
三
六
四

口
あ
な
た
の
知
っ
て
い
る
唄
を

教
え
て
く
だ
き
い

Ｉ
民
謡
の
緊
急
調
査
ｌ

民
謡
は
、
地
域
の
歴
史
や
風
土
に
根

ざ
し
、
人
々
の
生
活
心
情
や
生
業
の
姿

を
現
在
に
伝
え
る
大
切
な
民
俗
文
化
財

で
す
。
今
も
な
お
伝
承
さ
れ
て
い
る
民

謡
の
実
態
を
調
査
し
、
今
後
、
地
域
の

文
化
活
動
や
社
会
教
育
の
場
で
活
用
す

る
と
と
も
に
、
保
存
伝
承
に
努
め
る
た

め
に
今
回
の
調
査
と
な
っ
た
も
の
で
玄

対
象
と
な
る
も
の

○
田
畑
の
作
業
を
行
う
と
き
の
唄

田
植
唄
、
稲
刈
唄
、
草
刈
唄
、
豆
ま

き
唄
な
ど
。

○
山
仕
事
、
漁
の
と
き
の
唄

木
び
き
唄
、
そ
ま
唄
、
網
ひ
き
唄
、

浜
唄
な
ど
。

○
祭
り
や
祝
い
ご
と
の
と
き
の
唄

神
迎
え
唄
、
嫁
入
唄
、
年
祝
唄
な
ど
。

○
子
ど
も
の
こ
ろ
の
唄

手
ま
り
唄
、
お
手
玉
唄
、
絵
か
き
唄

な
ど
。

※
そ
の
ほ
か
、
昔
か
ら
伝
わ
る
唄
を
ご

存
知
の
か
た
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

恋
二
三
’
一
二
一
二

「
縄
文
土
器
づ
く
り
」
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

と
き
十
月
十
三
日
⑧
、
十
一
月
十
日
⑧

午
前
十
時
～
午
後
三
時

と
こ
ろ
中
央
公
民
館
ほ
か

募
集
人
員
三
十
名
（
先
着
順
）

参
加
費
一
、
五
○
○
円

（
教
材
費
、
昼
食
代
等
）

受
付
九
月
十
七
日
㈹
～
二
十
八
日
⑮

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ

丑
二
三
Ｉ
一
三
三

．
公
開
講
座

内
容
伽
茨
城
の
自
然
と
人
間（三
回
）

⑧
非
行
と
い
じ
め
（
三
回
）

期
日
十
月
十
二
、
十
九
、
二
十
六

日
の
各
土
曜
日

九
時
三
十
分
～
十
時
五
十
分
㈲

十
一
時
～
十
二
時
二
十
分
⑧

受
講
料
伽
⑧
各
三
回
分
一
、
五
○
○
円

（
）

； や 』：

瀞:認い；

響溌ホ#{ i

譲蕊
耐熱鶴職

蕊灘
受
付
九
月
二
十
四
～
二
十
七
日
の

四
日
間
、
午
前
十
時
～
午
後
四
時

※
詳
し
く
は
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

総
務
部
へ
念
○
二
九
四
’
五
二
’
三
一
二
五

．
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
所

公
開
セ
ミ
ナ
ー
（
十
五
回
）

内
容
心
理
テ
ス
ト
、
夢
分
析
、
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
イ
ン
グ
な
ど
。

期
日
十
月
七
日
～
翌
年
二
月
十
日

ま
で
の
毎
週
月
曜
日
（
冬
季

休
業
中
は
除
く
。
）
午
後
二
時

～
三
時
三
十
分

募
集
人
員
十
名

参
加
費
全
十
五
回
で
一
万
円

受
付
九
月
二
日

午
前
十
時
～
午
後
四
時

※
詳
し
く
は
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
所
ま
で

念
○
二
九
四
’
五
三
’
六
八
七
○灘

畢職穂§理
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60年度文化祭展示・発表部門一般募集 市民総合体育大
一
云

今年度文化祭を開催するにあたり，市民の芸術文化愛好者のかたがたの参加を
お待ちしています。

●展示部門展示期間： 11月3日(日)～5日（火） 文化会館・中央公民館

十
月
六
日
一
第
三
十
七
回
軟
式
庭
球
大
会

…

肯|片
~卜
月

＋
月

十
五
日

九
月
二
十
二
日

二
十
九
日

十
三
日

二
十
日

六
日
十
日

十
三
日瀞(大

燕 篝篝鬘 畠

篝 篝蕊霞

六

日

＝

きさ） 上限・下限なしの「自由」 とし，必ず額縁に入れること。
1人1点とする。

(種類） 日本画・油彩・水彩画･版画・デザイン

(資格） 市内在住・通勤者及び出身者で高校生以上

(申込） 11/2(土)までに文化会館へ （連絡先） 針生進念23 5565

未発表のもの。

(申込） 10/9(水)までに社会教育課へ

(連絡先） 樫村一歩盃23 3644

第
十
一
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
十
回
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

第
六
回
テ
ニ
ス
大
会
一
高
萩
テ
ニ
ス
コ
ー

弟
十
二
回
卓
球
大
会

弟
六
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

※
詳
し
く
は
市
民
体
育
館
へ
（
盃
二
三
’
二
五
五
二
）

ノル燕勇
,患 鍔

､ 蕊§蕊；
』 』 1

韻 1 1 ｮ群 宝 国 晶

卿“{撫蕊

瞬軍
秋季雑詠5句

(申込) 10/15(J<)まで官製はがきで， 山口
念23-6665）へ

安一(高萩市安良川30

短識？
’ : 蕊

" $ 島 1

|職綴:
i軸擬蕊1鳶

写雲ゞ写‘w毒;

自作短歌一首

※高萩短歌会にて色紙に書き展示

（申込) 10/19仕)まで官製はがきで，樋渡文子(高萩市大和町2-59
a22 2202) /､

市
民
体
育
館

局
浜
運
動
広
場

〃 〃

（大きさ） 6切から全紙までとし，必ず額縁．パネルに入れること
ゞ簔誉 （題材） 自由

ざ 軍 章 苗

‘ ： : ‘ :埋蕊※先着50点まで。

1，職職蕊（申込) 10/31(木)まで電話にて， 高橋利男壷22 4007/､

＝

篭職蹴鄭堂ｲ…Ⅲ
≦ ： :琴薙震搬入・搬出・展示場管理・整備は出品者が行う。

罫宅 毒馨毫ご

f;加蕊蕊（申込) 10/15(火)まで電話にて，柴田育甫盆22
､ ‘ " . 鷺宣竺

凝議祷謝茄弱蕪鰯蕊雛安気ェ念蝿壷22

〃
第
十
一
一
回
市
民
音
楽
祭
″

出
演
者
募
集

市
民
の
音
楽
愛
好
者
及
び
団
体
の
参

加
で
、
楽
し
い
音
楽
祭
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
十
一
月
二
十
三
且
勤
労
感
謝
の
且

午
前
十
一
時
～
午
後
四
時

（
出
演
団
体
数
に
よ
り
変
更
有
）

と
こ
ろ
文
化
会
館

※
参
加
希
望
の
か
た
は
、
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
へ
念
二
三

二
三
一

2771へ

2148

●発表部門発表日: 11月3日（日） 文化会館ホール

種別_篝譲識灌篭篝譲蕊域躍篝篝議職鍵篝篝蕊蕊霧鬘
日舞: （題材） 古典・民謡踊り ・新舞踊 ※1人1曲で先着10名まで。

産(資格) 市内在住又は勤務者に限る｡ (1曲5分以内)
{#｣ ｣" j ,""(申込) 10/9(水)まで電話にて，富田泰夫公23-6967/w

火
葬
場
・
斎
場
建
設
工
事
が
、
六
十

年
八
月
か
ら
六
十
二
年
三
月
ま
で
実
施

市
営
火
葬
場
か
ら
の
お
し
ら
せ

移
転
日
九
月
十
八
日
附

移
転
先
多
賀
郡
十
王
町
大
字
伊
師

二
二
二
○
番
地

伊
師
浄
化
セ
ン
タ
ー
内

恋
㈹
三
二

五
五
九
五

事
務
所
を
、
左
記
の
と
お
り
移
転
し

ま
す
の
で
、
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

″
県
民
芸
術
鑑
賞
の
集
い
〃
の
お
し
ら
せ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
工
事
期
間
中
の
火

と
き
十
一
月
一
日
㈹
葬
場
へ
の
連
絡
は
、
午
前
八
時
三
十
分

午
後
六
時
三
十
分
開
演
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
文
化
会
館
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
工
事
期
間

出
演
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
中
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

交
響
楽
団
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

曲
目
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
「
美

し
く
青
き
ド
ナ
ウ
｜
な
ど
火
葬
場
・
斎
場
の
起
工
式

日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道

組
合
事
務
所
移
転
の
お
し
ら
せ

※
九
月
二
十
八
日
出
午
前
九
時
か
ら
文

化
会
館
で
、
入
場
整
理
券
を
発
行
し
ま

す
。
先
着
八
○
○
名
、
小
学
生
の
入
場

は
四
年
生
以
上
で
父
兄
同
伴
に
限
り
ま

す
。
は
が
き
、
電
話
等
に
よ
る
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
へ
念
二
三
’
一
三
一
二

ー

高
萩
の
昔
話
と
伝
説
の

テ
レ
ビ
放
映
に
つ
い
て

来
る
九
月
二
十
八
日
出
午
後
七
時

か
ら
Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
」

で
、
高
萩
の
昔
話
と
伝
説
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
「
悪
者
揃
い
」
「
上
の
月
下
の

月
」
の
二
つ
の
話
を
合
わ
せ
た
「
姑
と

鐘
と
悪
者
揃
い
」
が
放
映
さ
れ
ま
す
。

八
月
十
日
㈹
、
安
良
川
の
火
葬
場
で

高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
に
よ
り
建

設
さ
れ
る
火
葬
場
・
斎
場
の
起
工
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
要

望
の
多
か
っ
た
斎
場
は
、
六
十
二
年
度

か
ら
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〃へ=ノ
域一 =ノ ～学

、

▲起工式であいさつをする大高市長
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木
權

も
「
き
人

木
權
と
も
む
く
げ
と
も
言
わ
れ
、
市
内
の
家
々
の
堀
の
内
外
や
生
泊
な
ど
に
植
え

ら
れ
て
い
る
．
白
や
紫
や
ピ
ン
ク
な
ど
の
美
し
い
こ
の
花
が
咲
く
頃
に
な
る
と
、
暑

さ
も
遠
の
き
彼
岸
も
間
近
で
あ
る
。
新
凉
の
九
月
は
月
も
美
し
く
、
果
物
も
出
廻
っ

て
味
覚
の
秋
で
も
あ
る
。
絵
と
文
伊
藤
龍
馬

|日曜当番医

時間は，いずれも午前9時から午後4時までです。

○
日
高
十
郎
さ
ん

六
千
円
社
会
福
祉
へ

○
商
工
会
青
年
部
下
手
綱

五
千
円
社
会
福
祉
へ

○
沼
田
貢
さ
ん
秋
山

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
岩
崎
義
男
さ
ん
肥
前
町

二
千
八
百
二
十
一
円
社
会
福
祉
へ

善
意
あ
り
が
と
う

（
）

臨
時
休
館
日
の
お
し
ら
せ

図
書
館
は
、
蔵
書
点
検
の
た
め
、
次

の
と
お
り
休
館
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

返
却
ポ
ス
ト
は
、
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

○
九
月
十
二
日
榊
～
十
六
日
側

○
高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
フ

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
ー
式

圏
寄
贈
図
書
館
へ

新
本
寄
贈

○
斉
藤
通
孝
さ
ん

古
書
寄
贈

○
矢
代
勝
彦
さ
ん

○
石
田
豐
さ
ん

○
伊
藤
貞
雄
さ
ん

○
伊
藤
寿
美
子
さ
ん

と
き
十
月
十
日
（
体
育
の
日
）

コ
ー
ス
市
役
所
か
ら
名
馬
里
が
淵

往
復
（
約
十
七
・
五
ｍ
）

出
発
時
間
午
前
九
時

参
加
者
健
康
な
か
た
な
ら
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
民
体
育
館
へ

念
二
三
’
二
五
五
二

第18回

体力づくり

市民歩く会の

おしらせ

寺
秋
の
里
へ

島
名

春
日
町

北
茨
城
市

安
良
川

日
立
市

冒 二葦？垂目 ：

妥篝

熱蕊
蕊:ど#と

蕊：
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
運
動
会

十
月
六
日

十
月
十
三
日

十
月
二
十
七
日

九
月
二
十
九
日

九
月
八
日

九
月
二
十
二
日

… 癖… 苦鐙群電乾》鍔裁塞露軍職鹿鵲軒穰癖稚筑癖騨蕊》諺塞諺躍》

；口と世帯～～人月の納（
） 蕊簿 ！

…
！

虫1

蕊
葺篝寒

＝:雲篝讓蓋
毫5蟇

,,"‘剛：

"Ⅷゞ"I17,227 （＋36）

10,151 (+8)

1年8月1日現在）

;……鷺…“騨識錘蕊鐸該

蝿
獄
二
碓
綴
蝉
睡
《
｜
ゞ
織

諏
国
新
国
職
辮
辮
粗
撲
観
戦
）
毎

”
軽
”
㈱
蝿
侭
繊
薄
》
癖
譲
霊
蕊
《
撫
鱗
騨
蕊
詫
蓋
鞭
蕊

寵

藷舞
熱職職蕊

口
帯
男
女
人
世

民年金（2期）国君
田
小
・
君
田
中

松
岡
小
・
高
萩
中
・

秋
山
中

高
萩
小
・
秋
山
小
・

東
小
・
横
川
小

秋
山
・
第
一
幼
稚
園

東
・
松
岡
幼
稚
園

松
岡
中

§＝＆
二 号 戸

亀 手二
1鍔副君 L,子

墓 §鋪
餅然嘩
宅子FL

LFL里1 弓1
矧碓 子

鐵

納期限10月1日
(昭和60年8月篝霊

琴

蔑

蕊

察

》》》識錘鍛騨》》》澤窪隷聡》》辮巍謹螺…

十
月
二
十
日
側
午
後
一
時
、
四
時

二
葉
百
合
子
シ
ョ
ー

入
場
料
二
、
三
○
○
円
（
全
席
自
由
）

当
日
二
百
円
増

発
売
日
九
月
十
日
㈹
～

※
問
い
合
わ
せ
先
文
化
会
館

念
二
三
’
七
四
一
一

九
月
二
十
二
日
⑪
午
後
六
時
～

劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
」

前
田
美
波
里
、
浜
畑
賢
吉
ほ
か

入
場
料
Ｓ
席
三
、
八
○
○
円

Ａ
席
三
、
三
○
○
円

（
当
日
各
二
○
○
円
増

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
…
．
：
…
。
：
…
…
・
…
．
．
●

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
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噌懲?<ば'85みんなで行こう科学万

9月15日 ｜白土医院|東本町
9月22日 |諸原医院
9月29日立花医院

10月6日 宍戸医院安良川

高戸

東本田］

10月13日
内田病院 大和町

十王医院 十王町 32－3266
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